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東日本大震災により、福島県内に設置されていた空間線量率自動計測装置はほぼ壊滅した。しかし、直後に発生した福島第一
原発事故のため、線量率を広域計測する必要が生じた。本論文には、福島県や国がどのように現在の線量広域測定ネットワー
クを構築したかを詳細に解説した。
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